
◎地⽅創⽣の観点から、中⾼年齢者が希望に応じて地⽅や「まちなか」に移り住み、地域の住⺠（多世
代）と交流しながら、健康でアクティブな⽣活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができる
地域づくりを⽬指す。

１．中⾼年齢者の希望に応じた住み替えの⽀援
・東京圏等⼤都市から地⽅への移住にとどまらず、地域内で近隣から「まちなか」に住み替えるケースも想定。
・⼊居者は、中⾼年齢期の早めの住み替えや地域での活躍を念頭に置き、50代以上を中⼼。
・移住希望者に対し、きめ細やかな⽀援（事前相談、お試し居住など）を展開。

２．｢健康でアクティブな⽣活｣の実現
・健康時からの⼊居を基本とし、健康づくりや就労・⽣涯学習など
社会的活動への参加等により、健康でアクティブな⽣活を⽬指す。

３．地域住⺠（多世代）との協働
・地域社会に溶け込み、⼊居者間の交流のみならず、地域の若者等
多世代との協働ができる環境を実現。⼤学等との連携も。

４．｢継続的なケア｣の確保
・医療介護が必要となった時に、⼈⽣の最終段階まで尊厳ある⽣活
が送れる「継続的なケア」の体制を確保。

５．地域包括ケアシステムとの連携
・受⼊れ⾃治体において、地域包括ケアシステムとの連携の観点から、⼊居者と地元住⺠へのサービスが⼀体的に提
供される環境を整備（既存福祉拠点の活⽤、コーディネーター兼任等）することが望まれる。
空き家など地域のソフト・ハード資源を積極的に活⽤することも。

有識者会議におい
て「最終報告」
とりまとめ（平成
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⾼齢者はサービスの
受け⼿

⾼齢者
の⽣活

仕事・社会活動・⽣涯学
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（⽀え⼿としての役割）

住宅内で完結し、
地域との交流が少ない
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地域に溶け込んで、
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従来の⾼齢者施設等 「⽣涯活躍のまち」構想

「生涯活躍のまち」構想の推進

◎「⽣涯活躍のまち」の制度化を盛り込んだ「地域再⽣法の⼀部を改正する
法律案」を閣議決定（平成28年２⽉５⽇）

◎関係府省からなる⽀援チームの⽴ち上げ（平成28年３⽉11⽇）
◎「地⽅創⽣加速化交付⾦」「地⽅創⽣推進交付⾦（新型交付⾦）」を通じ
た先駆的な取組の⽀援

資料１－１



⽣涯活躍のまち形成⽀援チームについて
○「⽣涯活躍のまち」構想を推進する意向のある地⽅⾃治体の取組を通じて、地域における課題やニーズを把
握・検討し、必要に応じて政策⽀援等に反映していくことで、「⽣涯活躍のまち」構想に関する事業の具体化
に向けた取組の普及・横展開を図るため、内閣官房に「⽣涯活躍のまち形成⽀援チーム」を設置する。

※検討するテーマ等に合
わせて有識者や事業者
に参画を依頼する場合
がある

オブザーバー
（事業者等）

⽣涯活躍のまち
形成⽀援チーム

都道府県・市町村
（検討の対象とする地⽅⾃治体）

内閣官房
まち・ひと・しごと
創⽣本部事務局

厚⽣労働省

経済産業省

国⼟交通省

⽂部科学省

構想の実現・普及に
向けた更なる政策⽀援等

地⽅⾃治体
・

関係事業者等
相談等

反映

情報
提供

※必要に応じて他省庁
の追加がありうる。

政策現場におけ
るニーズ・課題
等の把握・検討

検討成果の波及・横展開

参考


